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衆議院安全保障委員会ニュース 

平成 25.5.23 第 183回国会第３号 

 

5月 23日（木）、第３回の委員会が開かれました。 

 

１ 国の安全保障に関する件 

 ・岸田外務大臣、小野寺防衛大臣、江渡防衛副大臣、左藤防衛大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を行いました。 

 

（質疑者及び主な質疑内容）

中 山 泰 秀君（自民） 

・本年３月に韓国において大規模なサイバー攻撃が発生し

たことも踏まえ、我が国に対する大規模なサイバー攻撃

が行われた場合、これを武力攻撃事態と認定すべきと考

えるが、防衛省の見解を伺いたい。 

・サイバー攻撃があった際の警察庁、防衛省及び外務省等

関係省庁間の情報共有について、政府が国会への提出を

検討している秘密保全法案において明文化すべきと考え

るが、内閣官房の見解を伺いたい。 

・飯島内閣官房参与が今月 14日から 17日まで訪朝したが、

拉致、核及びミサイル問題の解決に向けた国交のない北

朝鮮との外交の進め方について、岸田外務大臣の見解を

伺いたい。 

 

伊 佐 進 一君（公明） 

・第１次安倍内閣当時の「安全保障の法的基盤の再構築に

関する懇談会（以下「旧安保法制懇」という。）」が報

告書を取りまとめた 2008 年と比較して、現在の我が国

を取り巻く安全保障環境はどのように変化したと考えて

いるのか、防衛省の認識を伺いたい。 

・旧安保法制懇が検討した４類型のうち「公海における米

艦の防護」に関し、公海上において自衛隊艦船の近くを

航行している米艦に意図的な攻撃が行われ、引き続き在

日米軍基地や自衛隊基地に対する攻撃が行われることが

十分想定される状況にある場合、自衛隊艦船は米艦を防

護することは可能か、防衛省の見解を伺いたい。 

・集団的自衛権に関する議論では、集団的自衛権の行使に

よっていかなる事態に対応したいのかという国家の強い

意思を示した上で、行使する場合の環境整備について議

論すべきであると考えるが、小野寺防衛大臣の見解を伺

いたい。 

 

篠 原   孝君（民主） 

・内閣府が行っている世論調査において、近年、自衛隊に

「良い印象を持っている」とする者の割合が大幅に上昇

し、平成 23 年度調査では９割を越した状況について、

防衛省の認識を伺いたい。 

・諸外国においては、原子力発電所事故への対応は主に軍

が担っていることや士官候補生学校等に原子力学科を設

置していることに鑑み、我が国の防衛大学校においても、

原子力学科を設置し、原子力発電所事故や原子炉の廃炉

に対応できる専門家を育成する必要があると考えるが、

小野寺防衛大臣の認識を伺いたい。 

・2013 年４月に開催された「2015 年核兵器不拡散条約

（ＮＰＴ）運用検討会議第２回準備委員会」において、

我が国が「核兵器の人道的影響についての共同演説」に

賛同しなかった理由を岸田外務大臣に伺いたい。 

 

今 村 洋 史君（維新） 

・米側のグアム移転経費の削減等により、在沖米海兵隊の

グアム移転が遅れれば、嘉手納飛行場以南の土地の返還

のうち、牧港補給地区及びキャンプ瑞慶覧の返還も、大

幅に遅れてしまうことが懸念されるが、防衛省の認識を

伺いたい。 

・今後行われる「日米防衛協力のための指針」の見直しの

中で、日米同盟における自衛隊の役割の拡大を主張して

いく必要があると考えるが、小野寺防衛大臣の見解を伺

いたい。 

・これまで海上自衛隊の潜水艦については 22 隻体制を整

備することとされていたが、この方針は今後も維持され

るのか、また、その場合、潜水艦の乗員はどの程度増員

されることになるのか、防衛省に伺いたい。 

 

畠 中 光 成君（みんな） 

・今後、朝鮮半島情勢や米中関係の変化によって、我が国

の安全保障における沖縄の位置付けが変わっていくこと

は考えられるのか、小野寺防衛大臣の認識を伺いたい。 

・集団的自衛権行使のいわゆる４類型のうち、「公海にお

ける米艦防護」と「米国に向かうかもしれない弾道ミサ

イルの迎撃」に関しては、個別的自衛権で説明できると

の考え方もあるが、防衛省の見解を伺いたい。 
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本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 

・外国人による自衛隊基地周辺の土地取得に対して、小野

寺防衛大臣はどのような問題意識を持ち、今後どのよう

に取り組んでいくつもりなのか伺いたい。 

 

赤 嶺 政 賢君（共産） 

・在日米軍人の公務中の犯罪に対する米軍当局の処分状況

について、以前は検察当局と在日米軍が照合した結果と

して、昭和 60年から平成 16年の内訳を公表したにもか

かわらず、今回、被害者が死亡又は４週間以上の傷害を

負った事件については平成 20年から平成 23年の分、被

害者が４週間未満の傷害を負った事件については平成

21 年から平成 23 年の分しか、明らかにしない理由につ

いて、法務省に伺いたい。 

・在日米軍人の公務中の犯罪について、米側の処分状況を

被害者本人や遺族に通報する体制を構築すべきと考える

が、岸田外務大臣の見解を伺いたい。 

・防衛省が発表している在日米軍人等の施設・区域内外の

居住者数については、これまで市町村別及び軍人・軍

属・家族別の内訳も公表していたにもかかわらず、平成

24 年においては、都道府県別の内訳しか公表されな

かった理由について、小野寺防衛大臣から説明願いたい。 

 

玉 城 デニー君（生活） 

・防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律に基づく

防音工事の助成対象地域内に所在している認可外保育園

が、当該助成を受けられない理由について、防衛省から

説明願いたい。 

・防音工事の助成対象地域内に所在している認可外保育園

を対象に沖縄地元紙が行ったアンケート調査で、約７割

の保育園が、航空機騒音が保育活動に影響を与えている

と回答していることを踏まえ、防衛省として対策を講ず

るべきと考えるが、小野寺防衛大臣の見解を伺いたい。 

・普天間飛行場へのオスプレイ配備により、新たな基地騒

音問題として指摘されている低周波音への対応について、

小野寺防衛大臣の見解を伺いたい。 

 

照 屋 寛 徳君（社民） 

・橋下大阪市長が、在沖米軍人による性犯罪を減少させる

ため、普天間飛行場の司令官に風俗業の活用を促した発

言に対する岸田外務大臣及び小野寺防衛大臣の見解を伺

いたい。 

・防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律に基づく

防音工事助成の対象となっていない認可外保育園につい

ても、防音工事の助成を早期に開始すべきと考えるが、

小野寺防衛大臣の見解を伺いたい。 

・普天間飛行場代替施設建設事業に係る沖縄県に対する公

有水面埋立申請の形式審査において、沖縄県が指摘した

埋立土砂の具体的な採取場所の明確化と辺野古の埋立工

事区域の平面図の縮尺の変更に対する防衛省の対応方針

について、小野寺防衛大臣に伺いたい。 

 

２ 自衛隊法の一部を改正する法律案（内閣提出第 63号） 

・小野寺防衛大臣から提案理由の説明を聴取しました。 

・参考人から意見を聴取することに協議決定しました。 

 


